
樺
太
産
海
絶
砂
岩
の
顕
微
鏡
概
観
上

清

嚢

次

郎

近
衣
p
佳
日
さ
れ
つ
～
あ
る
樺
太
崖
海
抜
石
惣

雷

管

還

個
を
山
m
工
撃
士
の
厚
意
に
よ
pClで
鏡
検
す
る
を
得

た
る
を
以
て
.
霜
に
其
の
概
観

を記
述
せ
ん
ど
す
｡
該
響

口｡
は
樺
太
大
泊
の
東
方
女
贋
に
至
る
海
岸
よ
り
採
集
さ
れ

-

た
る
も
の
ど
.
泊
居
郡
名
寄
柑
簡
保
川
上
流
に
て
採
集
さ
れ
た
る
も
の
ど
の
二
種
な
ゎ
｡
大
泊
兼
方
の
も
の
は
番
線

色
砂
岩
に
し
て
堅
政
な
れ
ざ
も
銭
槌
に
て
は
容
易
に
砕
き
碍
ペ
-
.
申
粒
哲

石
な
る
も
稀
に
1
糎
窮
の
磯
を
混
す
る

こ
だ
め
も
.
名
寄
附
近
の
も
の
は
紙
褐
色
､
柔
に
し
て
指
頭
を
以
て
砕
き
得
て
容
易
に
砂
粒
ビ
な
し
得
る
も
の
な
ら
｡

顕
微
鏡
下
に
於
て
は
細
粒
の
砂
粒
の
外
に
斜
長
石
'
石
英
p
高
塩
土
､銭
錬
井
に
風
化
せ
る
鏡
苦
土
解
物
の
小
品
散

勤
し
･
紋
色
1･1
る
振
放
石

Glaucon
i-e

E
皿
は
る
～
僻
物
其
の
間
に
あ
ゎ
.
普
通
の
薯

毒

物
に
て
は
斜
長
石
教

も
多
-
.
凡
そ

0
:6
I
O.7
粍
大
以
下
の
結
晶
粒
な
ら
｡
銭
苦
土
鋭
物
は
風
化
甚
し
-
し
て
其
の
特
質
を
定
め
難
き

も
の
多
し
｡
名
寄
附
近
産
の
響

M
は
砂
粒
p
大
泊
附
鑑
の
も
の
よ
わ
も
小
に
し
て
黒
色
不
透
明
の
鎖
鋸
粒
散
鮎
す
る

こ
ビ
多
し
0
(第

l
固
､
第
二
園
)

砂
岩
中
に
は
屡
々
放
散
虫
類
.
有
孔
虫
類
‥
珪
藻
叛
k
,も
見
ら
る
ゝ
化
石
猿
あ
-
て
其
の
多
-
は
繰
色
富

ま
し
P

海
抜
石
頻
似
物
に
鼻
化
せ
り
｡
(
箪

二
間
)

哲

市
中
の
海
練
石
は
透
過
光
に
て
緑
色
､
楯
機
線
色
､
萌
線
色
'
帯
褐
線
色
聖
不
L
t
極
め
て
莫
琵
な
･cl｡
袋
両

種
太
経
略
紙
砂
い芸

掛
微
銀
粍
搬

]70
m

讐



妨 固

海練石砂iJ.i x20細大･);泊の東方轟 蝿

煎

f
阿
_-
の
印
形
み
な
せ
る
ほ
北
的
北
46
､
･;
色
に
見
ゆ
る
儀
軸
は
長
石
'
石
英
粒
'
識
墳
土
､
敢
為
色
な
る
は
淋
最
前
叱
り
｡

カ
ニ
宵
中
の
前
進
巾
の
･守

t,小
鮎
は
織
績
み
主
･J
す
｡ 園 第

梅軟石砂岩-x20樺太 名寄柑 西使川上沈産

隷

節
十

鶴

蘇

雛

四



に
は
大
小
の
裂
口
あ
-
､
粒
の
太

さ

1
1
2
粕
を
普
通
だ
す
る
-
塊
合
し
て
更
に
大
な
る
も
の
あ
わ
｡
概
し
て
他
の

造
岩
錬
物
粒
よ
･Jl
も
大
形
な
-
O
形
状
は
固
形
､
眼
球
､
鱗
片
､
来
状
等
を
な
し
'
名
寄
産
の
砂
岩
中
iiこ
は
砂
粒
の

‡}∵
-

第 三 間

瀬牧石砂岩中の放血物

.@
′_
り､､(L.

:

I
;

･
I

.
.

))
間
隙
を
流
状
を
な
し
て
充
せ
る
も
の
あ
-
｡
淡
色
の
も
の
に
は
屡

々
特
殊

騎
物
を
聯
想
し
易
き
形
を
有
す
る
も
の
あ

･jl
.
十
字

ニ
コ
ル
下
に
で
は
楓

野
殆
ぎ
晴
-
非
晶
質
だ
恩
は
る
～
も
の
も
あ
れ
で
､
熟
練
色
の
干
渉
色
を

量
し
て
堆
晶
質
L･･
る
こ
ビ
聖

不
す
も
の
あ
-
｡
L
acroix
t.)
が

チ
ャ
レ
ン

ヂ
ヤ
ー
報
骨
中
に
記
せ
る
魔
に
よ
れ
ば
海
披
石
は
統
派
化
せ
る
雲
母
に
粗

似
し
単
斜
晶
系
な
る
ペ
し
だ
い
ふ
｡

G
dm
b
el
EN)C
ay
eu
x
tS)
に
よ
れ
ば

2
E

:
300-
40.,に
し
て
.
O
o
の
こ
ど
も
あ

わ
だ
開
せ
り
｡
此
寛
2
･2
-

3･3,

硬
度

2
.

だ
あ

わ
で
.
差
異
に
富
み
.
形
状

､
光
単
性
､
物
理
性
よ

り
せ

ば

一
定
る
せ
も
の
に
あ
ら
ざ
る
が
如
-
p
こ
れ
海
緑
石
の
鐘
成
及
性
質

だ

挽
き
関
係
を
有
す
る
も
の
な
ら
む
｡

化
尊
分
析
は
諸
外
国
慶
庵
練
石
に
つ
き
多
-
の
文
献
あ
れ
で
砂
粒
亡
の
分
離
の
困
難
な
る
だ

加
里
の
定
量
に
誤

差
を
生
じ
易
き
た
め
か
､
又
･
他
の
理
由
に
ょ

-

か

遠

の
結
果
を
見
ず
｡
大
階
巌

て
鎖
分

2
0
-
30%
･加
旦

6
-
9
%
を
有
し
苫
土
､
聾
士
等
を
も
有
す
る
含
水
珪
酸
化
食
物
な
る
が
如
し

｡
L
eitht4'は
露
図

G

linkaの
ツ
ー
レ

-
氏
重
液
に
て
分
離
し
て
分
析
せ
る
倍
を
信
用
し
て
.
海
織
石
は

R
TR
"
LS
i的O
G+
aq
｡
な
る
成
分
を
有
す
る
も
の
ど

な
し
p
R
,=
K
,
A
,.,
=
F
e､,,
な
る
を
以
て
結
局
､
K
F
eF"
S
izO
6+
a
q
･
を
海
緑
石
の
分
子
式
だ
せ
も
｡
樺
太
塵
に
つ

描
大
産
油
紋
砂
岩
の
耕
枚
銀
概
数

】豆

四
三



富
33壬

鵠
十
7
静

鯨
fi憎

1101く
琵
琶

帆
(9)r(
東
畜
静
il
Q
東
宝
墓
瑞
悪
罵
覇
6
-
7
%
ii
J
}
p
雨
趣
竜
馨
長
軸
り
争
怒
安
12113
D/0
Lj
が
fJ
ニ
巧
O

童
d3
ii
C
elad
o
n
ite
}J
箆
や
d3葛
昏
要
道
墓
障
Li
轟
望
J
p
軽
貴
司
Q
嚇
上
根
J
へノ
G
reen
aiite
(4)
･jJ
L
eith

第
一
東
海
放
石
及
救
助
袋
物
の
分
析
表

産
地

G
.
S
iO
g
A
】20
3
F
eヱ0
3
F
eO
氾
g
o
C
EtO
K
空O
N
a20
H
20

1
.
G
rod
n 0,

-
4
9.7
6
8.1
8
1
6.0
0
3
.7
7
3
.9
7
0A
i
7
.5
7
0
.52
9.8
2
-
10
0
.00

2
,
G
o
zz
ols.

3
.3
14
4
6.91
7.04
23
.0
6
2.64
4
.4
0
2
.9
5
7
.31
0
.91
4
.71
-
99
.93

3
.
S
cu
ir
a
,ro
h
r.
2
.5
74
5
7.72
0
.3
3
1
7
,0
5
3
.73
3.8
4
0
.60
5.55

4
.
F
ren
ch
C
reek
,
2
.2
5
2
.86
7.08
7
.20
1
9.48
2
.90
tr.
2
.2
3

5
.
L
;m
b
u
rg ,
2.15
0
5.6
8
1
8.17
0
.24
-
0.30
5
.37
4
.67

1-
2
.
G
iallCOn
ite ,

3.
C
eiad
o
:ユife,

4
.
G
reen
alite,

0.42
10
.7
8
M
n
O
0
.0
8

〔
-
1
0
0.1
0
〕

tr.
8.4
3
-
1
00
.1
8

0
.94
1
8.2
1
B
aO
0
.0
3

〔
=
99.97コ

5
.
P
h
iu
ip
site



搾
杢
慌
料
紙
砂
･:ポ
の
招
微
細
脚
槻

四

五

第 四 聞

解放石砂岩中に於ける梅紋石C)状態

∵ .-

K--･高駿土Fm蛇管土焼物

S･･･-砂粒G--梅牧石



地

球

解
十

7
令

姉

三

淡

ニ
0(

四
六

の
命
せ
る
焼
物
は
光
撃
性
金
-
海
緑
石
ビ
同

.i
な
る
も
酸
化
第

ii
銭
は
第
二
蛾
よ
-
も
多
-
p
加
里
の
畳
極
少
な
る

か
叉
金
-
敏
′
･か
を
特
徴
ど
す
}J
い
ふ
｡
こ
れ
等
は
海
擢
石
の

一
種
又
は
其
の
捷
成
の

一
行
轟
に
あ
る
も
の
な
る
ペ

-
考

へ
ら
る
｡
叉
石
衣
の
畳
に
富
め
る

P
h
it
tipsite
だ
栴
す
る
錬
物
あ
ら
｡
こ
れ
も
海
練
石
瓶
似
鋸
物
な

ら
｡
第

1

表
に
摘
ぐ
る
分
析
は

D
an
a(山)
Le
i

th
(5)
G
lin
ka(GJに
よ
-
た
る
も
の
な

-

0

海
練
石
の
鐘
庇
に
就
き
て
は
現
地
壁
成
龍
だ
腿
状
髄
生
成
散
だ
二
慮
あ
る
が
如
し
｡
現
地
生
成
詮
は
海
底
泥
土
を

つ
-
る
物
栗
が
漸
次
に
鼻
化
し
て
振
絞
石
だ
な
る
だ
説
-
も
の
に
し
て
p
l1/Iu
rray
,
(1)c
ayeux,
{

S)
等
の
唱
ふ
る
慮
t.b

-
｡
腿
状
物
質
よ
も
生
成
せ
わ
だ
設
-
も
の
は
IL
eith
,(4'
に
し
て

H
u
m
m
eit7)G
ill(S)
等
も
こ
れ
に
費
成
せ
る
が
如

し

0今
､
樺
太
産
海
緑
石
砂
岩
を
鏡
検
す
る
に
蛾
苦
土
鋸
物
又
は
正
長
石
頻
に
は
風
化
分
解
す
る
も
の
多
-
､
長
石
棟

に
は
高
嶺
士
ビ
化
す
る
も
の
あ
-
.
第
四
間
期
は
該
心
部
に
不
況
期
な
る
境
鼎
を
有
す
る
高
麗
士
あ
-
て
其
の
周
囲

は
不
明
瞭
L･4
る
境
界
を
以

て淡
緑
色
の
海
練
石
に
化
せ
る
も
の
な

-
｡
桝
は
輝
石
叉
は
角
閃
石
}J
推
定
さ
れ
る
職
苦

土
餌
物
に
し
て
壁
開
披
は
辛
じ
て
知
り
得
る
も
登
鰭
kJL
で
練
色
物
質
に
鍵
化
し
.
光
塑
性
の
測
定
不
十
分
な
-
｡

êLは
周
遊
は
蚤
-
分
解
L
p
赤
褐
色
乃
至
淡
路
色
物
欝
に
化
し
'
内
部
は
淡
緑
色
物
質
p
多
分
海
緑
石
に
化
せ
-
0

1
見
P
波
線
色
必
海
緑
石
の
分
解
物
か
ど
も
恩
は
れ
ざ
る
に
あ
ら
ざ
る
も
回
に
見
る
如
-
p
精
元
雑
の
戴
苦
土
蘭
物

を
推
定
し
得
る
形
状
を
春
し
て
.

I,
部
分
に
赤
褐
色
部
･fJ
淡
緑
色
部
ど
な
生
じ
た
る
も
の
1及
び
潮
に
見
る
如
き
状
況

よ
ゎ
考
ふ
れ
ば
蛾
苦
土
翫
物
又
は
其
他
の
錬
物
よ
-
源
純
石
に
生
成
す
る
行
程
に
あ
る
も
の
ど
瓜
は
る
｡
朝
は
砂
糖

の
間
隙
を
充
し
て
多
少
流
状
を
な
せ
る
海
練
石
に
し
て
他
の
砂
粒

f̂J
の
塊
鼎
は
極
め
て
明
瞭
な
-
｡
㈲
-
二
相
の
高



報
土
化
せ
る
長
石
の
間
隙
を
源
織
布
の
膿
色
な
る
-
の
智
以
て
取
-
固
め
る
が
如
き
形
を
な
す
-
の
t･4
-
｡
閏
は
普

通
に
海
紙
砂
岩
中
に
見
ゆ
る
海
緑
石
枕
に
し
て
不
規
則
形
を
な
し
.
裂
口
も
不
規
則
に
春
載
せ
る
も
の
な

-
｡
粒
の

大
さ
は
砂
岩
を
つ
-
る
造
岩
鋸
物
よ
-
も
概
し
て
大
な
る
こ
ビ
多
し
｡
以
上
の
観
察
に
よ
れ
ば
第
四
国
印
-
輔
の
如

き
造
岩
貌
物
よ
-
物
贋
の
置
換
に
よ
う
て
捷
成
し
･
㈲
-
牌
は
海
水
中
に
腿
状
物
質
と
し
て
壁
成
せ
る
も
の
が
砂
士

の
間
隙
に
入

り
込
み
又
は
砂
土
を
腰
着
せ
る
も
の
な
乞

田
も
多
分
腰
状
物
質
よ

り
生
せ
る
も
の
な
ら
む
.
よ

も
て

こ
れ
等
の
観
察
に
よ
れ
ば
塩
練
石
は

M
urray等
の
如
-

､
菖

毒

物
よ
-
生
成
す
る
こ
ど
も
あ

り
碍

ペ
-
.
磐

石

現
物
の
分
解
物
だ
海
水
中
に
存
在
す
る
膝
状
物
質
E
よ
り
生
ず

言

己
も
あ
-
得

ペ
し
だ
信
や
｡
彼
の
海
緑
石
の

一

種
YJ
も
見
る
べ
き

G
reenalite,
C
elad
on
ite
の
如
き
鋭
物
は
そ
の
生
成
の
経
路
に
あ
る
も
の
îJ
い
ふ
ペ
-
.
所
謂

海
紙
石
の
化
学
性
の

一
定
し
動
き
は
分
析
者
の
罪
に
あ
ら
ず
し
て
海
緑
石
の
成
分
が
厳
密
に

一
定
せ
る
も
の
に
あ
ら

ざ
る
に
よ
る
か
ど
も
考

へ
ら
る
｡

世
界
各
閥
に
於
け
る
地
質
時
代
の
地
暦
中
の
轄
練
石
及
び

C
hal
1e
ngel･
T
uscarora
等
の
探
検
鹿
の
採
集
せ
る

現
今
の
溢
底
の
海
緑
石
に
つ
き
て
見
る
に
其
の
多
-
は
浅
海
性
の
地
層
又
は
沈
澱
物
よ
り
な
る
地
に
あ

わ
'
こ
と
に

大
河
の
流
入
す
る
如
き
状
況
に
あ
る
海
底
に
多
し
だ
い
ふ
｡
こ
れ
海
披
石
を
つ
-
る
鉄
分
.
加
旦
等
は
大
陸
よ

り
供

給
さ
る
～
こ
ビ
多
き
に
も

よ
る
ペ
し

だ
息
は

る
｡
樺
太
産
源
練
石
砂
岩
に
小
磯
の
存
在
す
る
こ
ど
に
よ
り
考
ふ
る

も
P
生
成
常
時
の
海
底
は
浅
海
な

rc,し
こ
ど
な
瓜
ふ
に
十
分
な

り
｡
M
urlay,
K
ru
m
m
el,
An

d
rte,
C
oliet
等
の

海
洋
撃
叉
は
海
底
沈
澱
物
を
託
せ
る
啓
物
報
告
番
に
純
色
泥
土
ビ
せ
ら
る
～
浬
海
乃
至
中
海
沈
澱
物
は
海
練
石
叉
は

簸
似
躯
物
を
有
せ
る
も
の
な
ら
む
0
(海
輝
石
磯
風
の
由
凍
p
塵
状
等
に
銅
し
て
は
可
野
氏
の
報
登

9)
に
譲

り
拓
に
逮

捕
太
産
潟
紋
砂
山雷

耕
棟
銀
紙
脱

孟

四
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